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電子機器の使用状態が屋内配電線を使用する高速電力線通信の

信号伝送特性に与える影響
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あらまし 屋内配電線に接続される様々な電子機器は,電源ポートの入力インピーダンス特性が使用状態によっ

て変化するため,このことが高速電力線通信の信号伝送特性に与える影響と対策方法を明らかにする必要がある.

本論文では,高速電力線通信の信号周波数帯域である2-30MHzにおいて,電子機器の使用状態が屋内配電線

の信号伝送特性に与える影響について検討を行っている.まず,電子機器の使用状態による入力インピーダンス

の変化を測定した結果,家庭内にある20%の機器は使用状態によりインピーダンスが20%以上変化することが分

かった.次に,4ポート回路網を用いた解析法により伝送特性への影響を検討した.簡単なモデルで解析法の評

価を行った結果,解析結果と測定結果はほぼ一致した.最後に,40m2程度の広さをもつ集合住宅の配電系モデ

ルについて解析を行った結果,電子機器の使用状態による伝送特性の変化の標準偏差は最大 16dB程度であり,

電源ポートにEMIフィルタを挿入することにより,標準偏差の最大値を3dBまで低減できることが分かった.
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1. ま え が き

近年,家庭内のPCや周辺機器だけでなく,テレビ

やハー ドディスクレコーダなどの電子機器についても,

宅内のあらゆる場所でインターネットに接続できる環

境,つまりホームネットワークの需要が高まっている.

ホームネットワークに使用される伝送媒体としては,

無線通信,光ファイバ,UTPケーブル等が考えられ

るが,その一つとして既に電力供給のために家庭内の

あらゆる場所に設置されている配電線がある.配電線

を伝送媒体 とする電力線通信 (PowerLineCommu-

nication:PLC)は,1980年代に開発が開始され[11,
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現在は450kHz以下を使用する電灯線伝送方式が実用

化されている【2].そして,高精細動画の伝送が可能な

200Mbit/Sの高速電力線通信 (以下 PLCとする)の

開発が進められている[3ト

pLCが使用する配電線は,本来,高速信号伝送を目

的として設計されておらず,かつ信号の周波数帯域が

国際放送等で広 く使用されている短波帯であることか

ら電磁環境-の影響が懸念されている.そのため電力

線から放射される電磁界と対策法あるいは放射電磁界

に大きな影響を与える配電系のコモンモー ド入力イン

ピーダンスや平衡度の解析や測定が行われている【4卜
[9】.その後,許容値と測定方法が提案され[3】,現在実

用化に向けた検討が行われている.

一方,有線通信-の影響については,伝導結合や誘

導結合により同じ周波数帯域を使用するVDSLへの

影響が検討され[10],[11】大きな影響はないことが報告

されている.

このようにPLCが他の通信等に与える影響につい

ては多 くの研究がされているが,屋内配電線のPLC
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